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【背景】我々は、プラズモニックメタマテリアルを非冷却赤外線センサの受光部に導入すること

で表面構造のみによって検知波長が制御可能な波長選択型赤外線センサを開発してきた[1-3]。今

回、周期に非対称性を導入した非冷却センサを製作し評価を行った。 

【非対称周期構造】図1(a)(b)に示すようにプラズモニックメタマテリアルの表面には周期構造が

設けてある。X、Y方向の周期が非対称となるよう設計されており、孔周期(X)； 4 μm、孔周期(Y); 

6.5 μm、孔径(d)；3 μm、孔深さ；1.5 μm である。 

【結果】図2は分光感度特性の測定結果である。2箇所で感度ピークが確認でき、それぞれX方向Y

方向の周期と一致している。これは表面周期構造の非対称性を反映した偏光依存性に起因するも

のであると考えられる。以上の結果は、周期性に非対称性を導入することによって、検知波長お

よび偏光が制御できる可能性を示すものである。 
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  Fig. 1 (a) Lattice structure of plasmonic absorber 

   (b) Cross sectional image of the developed sensor  
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  Fig. 2 Spectral responsivity of the developed sensor  
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